
広 報

Public  Relations  Funagata

2013年

651 52013年

651

も

く

じ

4月29日
舟形中学校大運動会
4月29日
舟形中学校大運動会

＜特集①＞「西の前遺跡をわたしたちの誇りに」②～⑨
春季消防演習 ⑩⑪
＜特集②＞「舟形男子力を学ぶ」⑭～⑰
まちのわだい ⑱⑲
ふれあい広場 ⑳㉑



｜広報ふながた 25.53

道
路
工
事
の
た
め
の
調
査
で
発
見

　
「
西
ノ
前
遺
跡
」
は
、昭
和
61
年
に
山
形
県

教
育
委
員
会
が
行
な
っ
た
遺
跡
詳
細
分
布
調

査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
、
県
の
遺
跡
台
帳
・
遺
跡
地
図
等

に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
国
道
13

号
線
尾
花
沢
新
庄
道
路
建
設
工
事
が
具
体
化

し
た
こ
と
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
正
式
な
ル
ー
ト
が
決
定
し
た
後
に
遺
構

遺
物
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め
の
試
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
た
平
成

４
年
の
本
調
査
の
過
程
で
日
本
最
大
の
土
偶

「
縄
文
の
女
神
」
が
出
土
し
、
全
国
的
に
注

目
す
べ
き
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
遺
跡
の
西
半
分
は
記
録
保
存
さ
れ
た
後
、

高
規
格
道
路
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
と
判
明

　
平
成
４
年
の
調
査
で
は
、
長
さ
10
ｍ
を
越

え
る
大
型
住
居
跡
３
棟
を
含
む
住
居
跡
９
棟
、

フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
60
基
を
含
む
200
基
以
上
の

土
坑
及
び
無
数
の
柱
穴
、
土
器
捨
場
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
遺
物
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

「
縄
文
の
女
神
」
と
「
附
　
土
偶
残
欠
」
な

ど
、
大
小
の
土
偶
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た

ほ
か
、
縄
文
土
器
・
石
器
な
ど
も
含
め
約
900

箱
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
検

出
遺
構
や
出
土
遺
物
は
縄
文
時
代
中
期
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
町
の
文
化
財
に
指
定

　
平
成
14
年
の
調
査
で
は
、
遺
跡
の
中
心
部

分
と
考
え
ら
れ
て
い
る
平
成
４
年
調
査
地
区

の
東
半
分
の
舌
状
段
丘
部
分
と
、
こ
の
西
側

の
段
丘
縁
辺
部
分
を
調
査
対
象
と
し
ま
し
た
。

調
査
は
約
１
ｍ
四
方
の
試
掘
坑
を
調
査
予
定

地
区
内
に
設
定
し
、
表
土
か
ら
遺
構
検
出
面

ま
で
人
力
で
掘
り
下
げ
、
遺
構
・
遺
物
の
有

無
を
確
認
す
る
と
い
う
方
法
で
42
ヵ
所
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
遺
物
や
遺
構
の
検
出
状
況
か
ら
、
平
成
４

年
に
調
査
が
行
わ
れ
住
居
跡
や
多
数
の
土
坑

等
が
検
出
さ
れ
た
遺
跡
の
つ
な
が
り
の
部
分

と
推
定
で
き
、
遺
跡
の
範
囲
と
断
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
７
月
29
日
に
西
ノ
前

遺
跡
が
「
史
跡
（
遺
跡
）」と
し
て
、
町
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

つ
け
た
り

　
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
は
、
４
５
０
０
年
前
の
縄
文
人
か
ら
現
代
の
わ
た
し
た
ち
へ
の
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
で
す
。

　「
縄
文
の
女
神
」
と
い
う
高
度
な
土
偶
が
作
ら
れ
た
背
景
に
は
、
西
ノ
前
に
暮
ら
し
た
縄
文
人
の
「
想
い
」
が
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
は
厳

し
い
環
境
の
中
で
も
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、
西
ノ
前
集
落
に
お
け
る
絆
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

知
恵
や
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
営
み
を
築
き
上
げ
て
き
た
姿
が
、
こ
の
「
縄
文
の
女
神
」
か
ら
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
「
想
い
」
を
、
今
後
の
西
ノ
前
遺
跡
の
整
備
に
も
活
か
し
な
が
ら
、
未
来
の
人
々
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
「
西
ノ
前
遺
跡
」
整
備
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
は
、
４
５
０
０
年
前
の
縄
文
人
か
ら
現
代
の
わ
た
し
た
ち
へ
の
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
で
す
。

　「
縄
文
の
女
神
」
と
い
う
高
度
な
土
偶
が
作
ら
れ
た
背
景
に
は
、
西
ノ
前
に
暮
ら
し
た
縄
文
人
の
「
想
い
」
が
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
は
厳

し
い
環
境
の
中
で
も
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、
西
ノ
前
集
落
に
お
け
る
絆
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

知
恵
や
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
営
み
を
築
き
上
げ
て
き
た
姿
が
、
こ
の
「
縄
文
の
女
神
」
か
ら
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
「
想
い
」
を
、
今
後
の
西
ノ
前
遺
跡
の
整
備
に
も
活
か
し
な
が
ら
、
未
来
の
人
々
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
「
西
ノ
前
遺
跡
」
整
備
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

特集①：西ノ前遺跡をわたしたちの誇りに 特集①：西ノ前遺跡をわたしたちの誇りに

西
ノ
前
遺
跡
と
は

西
ノ
前
遺
跡
と
は

西ノ前遺跡周辺図平成4年調査の様子

平成14年調査の様子

未調査地平成４年調査地区

「西ノ前遺跡」指定地
平成１４年調査地区
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国
宝
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縄
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～西ノ前遺跡～

《指定物件名》
　指定第14号  西ノ前遺跡
《種別》
　史跡（遺跡）
《面積》
　４,８９８㎡

《指定物件名》
　指定第14号  西ノ前遺跡
《種別》
　史跡（遺跡）
《面積》
　４,８９８㎡

平成14年７月29日指定平成14年７月29日指定

西 堀

至新庄

西ノ前遺跡

至山形

舟形中学校

舟形町役場舟形町役場

尾
花
沢
新
庄
道
路

ふ
な
が
た

舟形
トンネル

13

〶

　西
ノ
前
遺
跡
は
舟
形
町
舟
形
字
西
ノ
前
に
あ
り
、
小
国
川
左
岸
の
舌
状
に
張
り
出
し
た
河

岸
段
丘
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
小
国
川
ま
で
は
約
150
ｍ
の
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、

本
来
の
地
形
は
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
食
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
記
念
碑
と
案
内
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広報ふながた 25.5｜2広報ふながた 25.5｜2

～西ノ前遺跡～
平成14年７月29日指定

西ノ前遺跡出土の
深鉢型土器 西堀町内会の方とふなっ子による花植え
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　西ノ前遺跡環境整備・広域活用検討委員会※では、平成２４年度に『国宝「縄文の女神」と
西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関する報告書』をまとめ『イメージパース』を作成して、
舟形町長に報告しました。
　まずはじめに、みなさんに報告書『西ノ前遺跡の環境整備等について』と西ノ前遺跡整備
の『イメージパース』を紹介します。

　西ノ前遺跡環境整備・広域活用検討委員会※では、平成２４年度に『国宝「縄文の女神」と
西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関する報告書』をまとめ『イメージパース』を作成して、
舟形町長に報告しました。
　まずはじめに、みなさんに報告書『西ノ前遺跡の環境整備等について』と西ノ前遺跡整備
の『イメージパース』を紹介します。

　西ノ前遺跡環境整備・広域活用検討委員会は、舟形町長
からの諮問を受け、国宝に指定された「縄文の女神」と西
ノ前遺跡周辺の環境整備の計画策定と、それらを活用して
最上地域全体の観光振興などに資することを目的として設
立されたものです。
　委員会には、文化財、景観デザイン、観光、ブランド戦
略等の有識者や地域代表者、舟形町と山形県が参加。幹事
会に最上管内全市町村を加え、平成２４年度に委員会３回、
幹事会２回を開催し、報告書を作成しました。

西ノ前遺跡整備のイメージ西ノ前遺跡整備のイメージ
国宝「縄文の女神」と西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関する報告書より※このイメージパースはご意見をいただくために作製したものであり、

　図の通りに整備を行うことが決定しているものではありません。

【案内表示板】
　遺跡概要、時代・立地環境、整備趣旨、
　縄文の女神出土場所・概要、土器の意味

【バッファーゾーン】高木：クリ、クルミ、コナラ 【竪穴式住居】解説

【縄文の森：森の広場】ゴロタ石敷とベンチ

【駐車場】砂利敷き

【縄文の小径：散策路】舗装なし、斜面部：丸太で階段設置

【ビオトープ】湿性植物、湿地周辺の高木：ヤナギなど

【草地】【竪穴式住居形状】自然石
【炉の再現】火の利用場所

国宝「縄文の女神」と西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関する報告書の概要

西ノ前遺跡の環境整備等について
国宝「縄文の女神」と西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関する報告書の概要

西ノ前遺跡の環境整備等について

※西ノ前遺跡環境整備・広域活用検討委員会※西ノ前遺跡環境整備・広域活用検討委員会

１．「縄文の女神」出土地としてシンボル的な遺跡地の環境整備
　○「縄文の女神」に相応しい品格を有し、縄文を醸し出し、誘われるような景観を整備
　○周辺の山々、最上小国川を背景に、樹木を活かした「縄文の森」と差し込む光、最上小国川の石など多種多
　　彩な自然の要素で遺跡地の空間を演出
　○「縄文の女神」が降臨する聖地として神々しさを感じるパワースポットとして整備
　○「縄文の女神」の存在意義を示す「シンボル」の設置と整備の考えを示す碑文等の設置
２．バッファーゾーン（緩衝地帯）による西ノ前遺跡周辺環境の整備
　○非日常空間を創出するため、住宅地と西ノ前遺跡を分けるバッファーゾーンを設けることとし、ストーリー
　　性を重視し縄文人が食したドングリやクルミ等を植樹
３．最上小国川と調和した西ノ前遺跡周辺環境の整備
　○ＪＲ舟形駅から、西ノ前遺跡や最上小国川にいたる経路をビオトープ（生物群集の生息空間）的な景観とし
　　て形成し、回遊的に散策しながら縄文に誘われる「縄文の小径」の整備検討
４．「女神の丘」と調和した西ノ前遺跡周辺環境の整備
　○「女神の丘」は「縄文」をキーワードにしたイベント・交流・学習の拠点として、舟形若あゆ温泉は長期滞
　　在型の交流・学習拠点として、西ノ前遺跡地と調和した整備
　　　　・西ノ前遺跡から最上小国川に至る雄大な景観を俯瞰できるスポットを整備
　　　　・縄文文化の学習体験ゾーンの確保や竪穴式住居の復元などを検討
５．「縄文の女神」ゲートウェー（玄関）の整備による情報発信とネットワーク化
　○「ＪＲ舟形駅」周辺を「縄文の女神」と縄文文化に関するゲートウェーとし、関連情報を集積・発信できる
　　施設など駅周辺環境を整備
　○「ゲートウェー」にレプリカなどを展示、地域内の情報を集積し管内全市町村が有機的に連携するとともに、
　　「山形県立博物館」や他道県の「国宝土偶」の出土地と連携
６．「縄文の女神」訪問者のための「まちなか」環境の整備
　○「縄文の女神ゲートウェー・舟形ステーション」への観光・物産を含めた情報の集積と車による訪問者のた
　　めの周辺駐車場の整備
　○「縄文の女神」をシンボルとした統一的で一体感がある的確な案内表示板の設置
７．西ノ前遺跡の歴史的価値と今後の環境整備
　○遺跡地整備は文化財保護法を順守した対応とし、遺跡に影響しない盛り土が基本
　○未発掘の部分への試掘と発掘など遺跡地の歴史的価値を一層高めるための検討推進

１．「縄文の女神」出土地としてシンボル的な遺跡地の環境整備
　○「縄文の女神」に相応しい品格を有し、縄文を醸し出し、誘われるような景観を整備
　○周辺の山々、最上小国川を背景に、樹木を活かした「縄文の森」と差し込む光、最上小国川の石など多種多
　　彩な自然の要素で遺跡地の空間を演出
　○「縄文の女神」が降臨する聖地として神々しさを感じるパワースポットとして整備
　○「縄文の女神」の存在意義を示す「シンボル」の設置と整備の考えを示す碑文等の設置
２．バッファーゾーン（緩衝地帯）による西ノ前遺跡周辺環境の整備
　○非日常空間を創出するため、住宅地と西ノ前遺跡を分けるバッファーゾーンを設けることとし、ストーリー
　　性を重視し縄文人が食したドングリやクルミ等を植樹
３．最上小国川と調和した西ノ前遺跡周辺環境の整備
　○ＪＲ舟形駅から、西ノ前遺跡や最上小国川にいたる経路をビオトープ（生物群集の生息空間）的な景観とし
　　て形成し、回遊的に散策しながら縄文に誘われる「縄文の小径」の整備検討
４．「女神の丘」と調和した西ノ前遺跡周辺環境の整備
　○「女神の丘」は「縄文」をキーワードにしたイベント・交流・学習の拠点として、舟形若あゆ温泉は長期滞
　　在型の交流・学習拠点として、西ノ前遺跡地と調和した整備
　　　　・西ノ前遺跡から最上小国川に至る雄大な景観を俯瞰できるスポットを整備
　　　　・縄文文化の学習体験ゾーンの確保や竪穴式住居の復元などを検討
５．「縄文の女神」ゲートウェー（玄関）の整備による情報発信とネットワーク化
　○「ＪＲ舟形駅」周辺を「縄文の女神」と縄文文化に関するゲートウェーとし、関連情報を集積・発信できる
　　施設など駅周辺環境を整備
　○「ゲートウェー」にレプリカなどを展示、地域内の情報を集積し管内全市町村が有機的に連携するとともに、
　　「山形県立博物館」や他道県の「国宝土偶」の出土地と連携
６．「縄文の女神」訪問者のための「まちなか」環境の整備
　○「縄文の女神ゲートウェー・舟形ステーション」への観光・物産を含めた情報の集積と車による訪問者のた
　　めの周辺駐車場の整備
　○「縄文の女神」をシンボルとした統一的で一体感がある的確な案内表示板の設置
７．西ノ前遺跡の歴史的価値と今後の環境整備
　○遺跡地整備は文化財保護法を順守した対応とし、遺跡に影響しない盛り土が基本
　○未発掘の部分への試掘と発掘など遺跡地の歴史的価値を一層高めるための検討推進
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国宝「縄文の女神」と西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関する報告書の概要

国宝「縄文の女神」の広域活用等について

舟形町歴史民俗資料館

「縄文の女神」の魅力を生かすためには、西ノ前遺跡だけではなく、最上地域の関連する地域資
源と新たなストーリーでつなげながら、地域全体のパワーを引き出していくことが必要です。
　ここでは、みなさんに報告書『国宝「縄文の女神」の広域活用等について』を紹介します。

　「縄文の女神」のレプリカを常設展示。舟形町内の

昔を学ぶ貴重な古文書・民俗資料などの収集、展示を

しています。

▼所 在 地／最上郡舟形町舟形２６７９－２２
▼電話番号／０２３３（３２）３４９５
▼開館時間／午前１０時～午後４時３０分
▼休 館 日／毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）　
　　　　　　冬季休館：１１月１６日～４月１４日

▼入 館 料／大人１１０円、学生６０円、小人４０円

山形県立博物館
　平成２５年度より国宝「縄文の女神」を常設展示。

　ほかにも県指定天然記念物「ヤマガタダイカイギュウ」

（レプリカ）など多数の貴重な資料が展示されています。

▼所 在 地／山形市霞城町１－８
▼電話番号／０２３（６４５）１１１１
▼開館時間／午前９時～午後４時３０分
▼休 館 日／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）年末年始
▼入 館 料／成年３００円、学生１５０円
　　　　　　　高校生以下・障がい者とその付添１名は無料

国宝「縄文の女神」の
広域活用について

戸沢村 鮭川村

１．「縄文の女神」パワーを活かした広域活用の推進
　○「縄文の女神」を起点として最上地域の関連する地域資源を新たなストーリーでつなげながら、
　地域全体のパワーを引き出して地域を活性化
　（ 広域活用の参考例 ）
　　・日本最大級の土偶と土器が出土した「最上」の探訪
　　・八頭身美人の女神も食した「縄文」等の食文化体験
　　・「縄文の女神」と最上全市町村の子孫繁栄と豊穣を願う神々　など
　○広域活用する地域資源をマップ化し、一目で見られる情報整理と情報発信
２．「縄文の女神」の認知度アップとふるさと西ノ前遺跡との連携強化
　○イベントと連携した国宝「縄文の女神」の舟形町への定期的な里帰りの実施
　○「縄文の女神」が舟形町の戸籍や住民票を取得するとともに、履歴書作成によるＰＲ
３．「縄文の女神」に関連する魅力溢れる体験型観光の展開
　○遺跡発掘や土偶野焼き体験、竪穴式住居の組立て体験など縄文にタイムスリップした体験型観光
　メニューの提供
４．観光客の受入体制の充実強化
　○「西ノ前遺跡案内ボランティア」の育成や観光客に対する住民意識の高揚
５．「縄文の女神」に関連する商品開発等
　○関連する商品開発の促進と「縄文の女神」に相応しい品格ある品質の維持方法の検討
６．国宝「縄文の女神」の広域活用に関する今後の展開
　○平成２６年のデスティネーションキャンペーン※を見据えた観光商品の開発を検討
　○国宝「合掌土偶」など北東北・北海道縄文文化圏の世界遺産登録に向けた動きを注視

○山ノ内杉
　（県立自然公園内）
○角川の大杉
　（県天然記念物）　　　など

大蔵村

○棚田ほたる火コンサート
○白須賀遺跡の注口土器
　（県指定有形文化財）　　など

○庭月観音堂遺跡
　（村指定文化財）
○谷地不動尊の石刀石剣
　（村指定文化財）　　　　など

舟形町 最上町

○西ノ前遺跡出土の土偶
　附  土偶残欠
　（国宝）　　　　　　　　など

○釜淵遺跡出土の土偶
　（国指定重要文化財） 
○柏木野遺跡出土の土器・土偶　など

真室川町

○水木田遺跡出土の土器
　（国指定重要文化財）
○権現山の大カツラ
　（町天然記念物）　　　　など

金山町 新庄市

○本町遺跡出土の土器・石器
○岩円地蔵　　　　　　　　など

○中川原遺跡の深鉢形土器
　（市指定文化財）
○関屋のブナ
　（市天然記念物）　　など

～最上地域の縄文関係の文化財や

　　　　　　　　　「古」へ誘われるような自然景観～

※デスティネーションキャンペーン…地方自治体・地元観光業者とＪＲグループとが連携して行う観光キャンペーン

いにしえ
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ほかほかほかほかほか

　町
民
の
結
集
さ
れ
た
力
が
実
り
、
土
偶

が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
当
初

か
ら
携
わ
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
感
無
量

の
思
い
で
す
。

　薫
風
そ
し
て
緑
濃
き
山
並
み
、
流
水
澄

む
小
国
川
、
こ
の
地
に
居
住
し
た
古
の
先

人
の
暮
ら
し
と
文
化
に
思
い
を
馳
せ
、
遺

徳
を
偲
ぶ
時
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
工
具
を
工
夫
し
、
創

り
上
げ
ら
れ
た
造
形
の
美
に
感
銘
を
受
け
、

心
に
感
動
と
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。

　里
帰
り
展
に
多
く
の
方
々
が
町
を
訪
れ
、

説
明
と
案
内
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
反
響

の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　当
町
に
も
、
文
化
や
歴
史
・
数
多
く
の

遺
産
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
委
員
の
み
な

さ
ん
と
協
力
し
合
い
責
務
も
新
た
に
、
過

去
と
現
在
、
未
来
を
結
ぶ
懸
け
橋
と
し
て
、

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

Intervier  ～インタビュー～

西
ノ
前
遺
跡
と
わ
た
し
た
ち

西
ノ
前
遺
跡
と
わ
た
し
た
ち

国
宝「
縄
文
の
女
神
」か
ら
学
ぶ

西
ノ
前
遺
跡
の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
縄
文
の
女
神
」
が
国
宝
に
な
り
ま
し

た
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
国
宝
の
出
土
し
た
わ
た
し

ど
も
の
地
域
で
も
、
こ
の
上
な
い
喜
び
と

誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　里
帰
り
展
で
は
、
湯
茶
の
お
も
て
な
し

を
女
性
部
『
す
ず
の
会
』
の
協
力
を
得
て

行
い
、
意
識
の
高
揚
に
一
役
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　縄
文
炎
祭
で
も
、
町
内
会
役
員
の
会
場

の
草
刈
り
、
子
ど
も
育
成
会
・
老
人
ク
ラ

ブ
の
土
器
作
り
へ
の
参
加
と
、
地
元
と
し

て
の
盛
り
上
げ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
は
「
里
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
縄
文
文
化
を
盛
り
上
げ
る
環
境
づ
く

り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
喜
び
と
誇
り
を
町
民
全
員
で
認
識

し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

地
元
と
し
て
の
盛
り
上
げ

保　護

保 存 活 用
整備整備

西ノ前遺跡整備に
みなさんの意見を
西ノ前遺跡整備に
みなさんの意見を

【縄文の女神紋 馬上杯】
　1,200円
舟形焼き わかあゆ 薫風窯
☎（32）0660

【縄文の女神実寸大レプリカ】
　10,000円
蟻やかた ☎（35）2011

【縄文の女神サブレ】
　1,000円（5袋10枚入り）
産直「まんさく」　☎（32）8155

【縄文の女神アイス】
　300円
舟形若あゆ温泉　☎（32）3655

【縄文の女神クリアファイル】
　200円
舟形観光情報館　☎（32）0660

7月下旬～

　国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
に
関
連
し
た

今
年
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
に
関
連
し
た

商
品
が
続
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

8月3日（土）
～４日（日）

試掘調査縄文炎祭PR活動強化 里帰り展
8月3日（土）
～４日（日）

　舟形町では、西ノ前遺跡を整備・活用することを目指して、西ノ前遺跡整備計

画を策定し、中長期的に整備を進める予定です。整備計画策定の参考にするため、

町民のみなさんから次の通り意見を募集します。

▼意見募集対象／国宝「縄文の女神」と西ノ前遺跡の環境整備と広域活用に関す
　　　　　　　　る報告書
▼意見募集期間／平成25年５月27日（月）～６月17日（月）
▼報告書について／舟形町ＨＰ  http://www.town.funagata.yamagata.jp/
　　　　　　　　　または、舟形町まちづくり課にあります。
▼意見送付方法／所定の意見提出用紙に記入し、住所・氏名を明記の上、次のい
　　　　　　　　ずれかの方法で送付してください。なお、電話によるご意見の
　　　　　　　　受け付けは対応しかねますので、ご了承ください。
（1）直接提出の場合　　提 出 先：舟形町まちづくり課
（2）電子メールの場合　Ｅメール：tyosei@town.funagata.yamagata.jp
（3）ＦＡＸの場合　　　あ て 先：舟形町まちづくり課　FAX（32）2117
　いただいたご意見に対しての個別の回答はいたしかねますので、ご了承願います。
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整班　☎（32）2111（内線313）

【縄文の女神ピンバッジ】
　500円
【縄文の女神オリジナル一筆箋】
　400円
山形県立博物館　☎023（645）1111
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今
年
の
取
り
組
み

縄
文
の
女
神
グ
ッ
ズ

今
年
の
取
り
組
み

縄
文
の
女
神
グ
ッ
ズ

文化財保護委員会
委員長  石 川 孝 夫さん

西堀町内会
会  長  伊 藤 清 紀さん

　舟形町と山形県が
合同で、西ノ前遺跡
の未調査地区の調査
を行います。試掘体
験コーナーも設ける
予定です。また、8
月には調査報告会を
行います。

　今年も西堀町内会
やTmプロジェクトf
のみなさんを中心に
女神の丘で地域おこ
しイベントを行いま
す。野焼きやステー
ジイベントをお楽し
みください。

　出土の日に合わせて、
昨年に引き続き、国宝
「縄文の女神」が舟形町
に帰って来ます。舟形町
中央公民館で行う予定で
す。入場無料。
　また、国宝にちなんだ
記念講演会も行います。

　イメージキャラクター「めがみ
ちゃん」の着ぐるみ作成や西ノ前
遺跡案内看板の設置、ボランティ
アガイド養成講座などを行います。
また、「縄文の女神ＰＲ大作戦！」
などみなさんからいただいたアイ
ディアから色々なものが出来る予
定です。
　土偶所有者の山形県も広報計画
を策定し、広報活動を展開します。
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放水訓練

特別表彰「まとい」

ポンプ操法訓練 分列行進

　
５
月
５
日
、
平
成
25
年
度
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
演
習
は
、
災
害
に
備
え
て
消
防
精
神
と
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
舟
形
消
防
団
員
や
関

係
者
ら
約
450
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
、
日

頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
の
表
彰
式
で
は
、
日
本
消
防

協
会
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
が
山
形
県
消
防
協
会
会
長
渡
邉
茂
治
氏
よ

り
加
藤
憲
彦
団
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
消
防
関
係
功
労
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　１
．
山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章

　
第
４
分
団
第
７
部

○
特
別
功
労
章

　
本
部
付
分
団
長
　
　
　
加
藤
　
　
貴

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
庄
司
　
太
郎

○
功
労
章

　
第
６
分
団
分
団
長
　
　
加
藤
　
勝
也

　
第
２
分
団
副
分
団
長
　
大
場
　
清
志

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
伊
藤
　
博
明

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
工
藤
　
英
一

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
大
場
　
君
博

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
大
場
　
幸
一

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
相
馬
　
広
志

○
功
績
章

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
晋

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
沼
澤
　
　
太

　
第
５
分
団
副
分
団
長
　
森
　
　
英
利

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
庄
司
　
直
也

○
精
錬
章

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
髙
橋
　
　
篤

　
第
４
分
団
副
分
団
長
　
松
本
　
正
人

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
加
藤
　
和
久

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
伊
藤
　
英
一

　
女
性
消
防
団
　
　
　
　
斎
藤
　
啓
子

○
永
年
勤
続
退
団
者

　
第
４
分
団
分
団
長
　
　
渡
辺
　
　
茂

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
庄
司
　
和
義

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
庄
司
　
一
明

　
第
４
分
団
第
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平成25年度全国統一防火標語

「消すまで　心の警報　ＯＮのまま」「消すまで　心の警報　ＯＮのまま」

平成25年度春季消防演習平成25年度春季消防演習



｜広報ふながた 25.513 広報ふながた 25.5｜12

ヴィーナスプランヴィーナスプラン
～舟形町学校教育指導の重点～

地域に育ち、
地域を育てる
町民の育成



特集②：舟形男子力を学ぶ 特集②：舟形男子力を学ぶ
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舟形男子力を学ぶ舟形男子力を学ぶ

～「舟形男子力測定して委員会」のみなさん～～「舟形男子力測定して委員会」のみなさん～

地域おこし協力隊
（東京都出身）

舟形男子④ 小林信之斎
藤
慎
也
さ
ん

斎
藤
慎
也
さ
ん

　地域おこし協力隊の小林隊員が舟形町に住んで１年。まだ
まだ、舟形男子になれない現状を見かねて、舟形女子５人が
立ち上がりました。
　その名は、『舟形男子力測定して委員会』。
　小林隊員の成長を通して、舟形町の魅力をみなさんに紹介
します。

　地域おこし協力隊の小林隊員が舟形町に住んで１年。まだ
まだ、舟形男子になれない現状を見かねて、舟形女子５人が
立ち上がりました。
　その名は、『舟形男子力測定して委員会』。
　小林隊員の成長を通して、舟形町の魅力をみなさんに紹介
します。

伊藤友紀子さん
（内山）

こだわったことには
妥協しない。ソフト
部マネージャーとふ
なっ子代表としても
頑張る。

松本果緒莉さん
（紫山）

クラシックバレエの
清楚さと、賑やかな
盛り上げ力を同時に
併せ持つ。ふなっ子
募集中

奥山ゆかりさん
（福寿野）

常に笑顔を絶やさな
い一方、男子力を見
る目はブレがない。
周りへの心配りも忘
れない。

沼澤寛美さん
（一の関）

粘土づくりから人生
相談まで、何でもこ
なす舟形の奇才女子。
職場の薫風窯で、多
くの人をもてなす。

星川友香さん
（舟形第３）

青年団体FITSの一員
であり、ベニー星川
の看板娘。田植えも
良いですがFITSも良
いですよ。

　雪国は、忍耐・たくまし
さ・支え合い・感謝の気持ち
を育んでくれますね。今回は、
農業の分野で活躍する舟形男
子のみなさんに、色々とお聞
きしたいと思います！これで
私も、舟形で見ず知らずの他
人ではなく、田人（たにん）に
　なれるかも…。

スマイルマンを初めて見
た時、子どもたちの笑顔
を守るのは、大人だけじ
ゃないんだな～って思っ
たんです！ 実は、私も
スマイルマンショーで変
身したのですが、悪役の
　手下の「ズー」でした。

小林隊員の舟形男子力小林隊員の舟形男子力

力 強 さ 度
信　頼　度
舟　形　度
優 し さ 度
胸キュン度

プロフィー
ル

年　齢：4
3歳

血液型：Ａ
型

特　技：海
釣り

広報ふながた 25.5｜広報ふながた 25.5｜1414

沼澤さん「さー、始まるよ！」
伊藤さん「雪が溶けて、本格的に農業が始まりますね。」
松本さん「そう言えば、舟形は農業に一生懸命な方が多いですね。」
星川さん「農業男子に話を伺えば、小林隊員の舟形男子力が上がるかも！」
奥山さん「農業への熱い想いを学んで、男子力をつけてくださいね。」
　それでは、小林隊員・舟形男子力測定して委員会のみなさんと舟形男子に会いに行きましょう。

小林隊員の舟形度が「0.5」めがみ上がった♪
　　　胸キュン度が「0.5」めがみ上がった♪
　　　　優しさ度が「 1 」めがみ上がった♪

農業と私

舟形と私舟形と私

伊藤さん「スマイルマンを見てみた
　　　　　いです。」
松本さん「新しいことを始めようと
　　　　　しているところのがとて
　　　　　も積極的でいいです。」
星川さん「常に前向きで挑戦してい
　　　　　る姿が素敵です。」
沼澤さん「舟形の農業で世界一を目
　　　　　指し頑張ってください。
　　　　　小林君も、世界一の協力
　　　　　隊へ！」
奥山さん「小林君も作物を何か作っ
　　　　　てみて。食べてみたい
　　　　　です♪」

「舟形男子力測定して委員会」
　から小林隊員へのアドバイス
「舟形男子力測定して委員会」
　から小林隊員へのアドバイス

～取材を終えて～

今月のテーマ
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プロフィー
ル

年　齢：2
9歳

血液型：O
型

特　技：い
ただきますの

挨拶

●舟形で守りたいものは？
　スマイルマン
●漢字1字で自分を表現すると？
　「一」
●女性への気遣いは？
　異性であることを意識しすぎないこと
●舟形の魅力は？
　やりたいことが何でもできる環境

●舟形で守りたいものは？
　スマイルマン
●漢字1字で自分を表現すると？
　「一」
●女性への気遣いは？
　異性であることを意識しすぎないこと
●舟形の魅力は？
　やりたいことが何でもできる環境

（大平）
　祖父が、農具の「鍬」や「鉈」の修理な
どを行なっていました。特別な材料は使わ
ず、あるもので何でも直してしまう姿を見
て育ちました。金山町でご当地ヒーローを
見て、舟形でも作れないかな～と、思って
いたら、スマイルマンを作ってしまいまし
た。周りの方からは、何やってんだろ？と
思われていたかもしれませんが、極めると
認めてもらえる、そうすると周りが興味を
持って集まってもらえるんです。
　舟形は腕ききの方が多くいらっしゃるの
で、おもしろいことがたくさん生まれてく
る地域ですね。

くわ なた

　農業は忙しいです！今は、世界一辛い
と言われていた唐辛子「ジョロキア」と、
南アフリカ原産の新野菜「アイスプラン
ト」を育てています。農業に正解は無い
し失敗ばかりですが、自分のやり方で進
めることができ、色々なことにチャレン
ジできます。
　また、町も農業をする人に対して支援
してくれますし、最上地域の就農者向け
の集まりがあって、仲間づくりをするこ
ともできます。農業を通して世界一を目
指し、舟形町でしかできない特産物づく
りに挑戦していきたいです。ジョロキア
は力がみなぎりますよ！ぜひ、どうぞ！

　農業は忙しいです！今は、世界一辛い
と言われていた唐辛子「ジョロキア」と、
南アフリカ原産の新野菜「アイスプラン
ト」を育てています。農業に正解は無い
し失敗ばかりですが、自分のやり方で進
めることができ、色々なことにチャレン
ジできます。
　また、町も農業をする人に対して支援
してくれますし、最上地域の就農者向け
の集まりがあって、仲間づくりをするこ
ともできます。農業を通して世界一を目
指し、舟形町でしかできない特産物づく
りに挑戦していきたいです。ジョロキア
は力がみなぎりますよ！ぜひ、どうぞ！

～ 第２回  舟形男子力測定して委員会 ～
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　親が農家だったこともあり、40年以上
キュウリを作っています。米作りにもこ
だわり、堆肥などの肥料や減農薬などの
研究に力を入れてます。農業は、自分の
頑張り次第で、品質もお客様の評価も変
わってきます。口に入るところまでを考
える農業の過程は人について深く考える
力を育んでくれます。その年ごとに、気
候も違うので、これからも繊細な作物と
丁寧に向き合って農業を続けていきたい
です。
　目標は、「チームで作り上げる農業」
と「お客様と顔の見える関係を築く農業」
です。結束力を高め、農業力と地域力を
高めていきたいです。

　親が農家だったこともあり、40年以上
キュウリを作っています。米作りにもこ
だわり、堆肥などの肥料や減農薬などの
研究に力を入れてます。農業は、自分の
頑張り次第で、品質もお客様の評価も変
わってきます。口に入るところまでを考
える農業の過程は人について深く考える
力を育んでくれます。その年ごとに、気
候も違うので、これからも繊細な作物と
丁寧に向き合って農業を続けていきたい
です。
　目標は、「チームで作り上げる農業」
と「お客様と顔の見える関係を築く農業」
です。結束力を高め、農業力と地域力を
高めていきたいです。
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私も、米袋を担ごうとし
ましたが…。もう少し、
力が必要なようです。
「男」の由来が、「田んぼ
で培う力」にあることも
勉強になりました。

プロフィー
ル

年　齢：4
4歳

血液型：B
型

特　技：長
時間運転
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小林隊員の舟形度が「0.5」めがみ上がった♪
　　　　　信頼度が「0.5」めがみ上がった♪
　　　　　力強さ度が「１」めがみ上がった♪

農業と私 舟形男子⑤
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プロフィー
ル

年　齢：1
8歳

血液型：Ａ
型

特　技：山
菜の知識

農業と私

舟形と私

～取材を終えて～

次回のテーマは「縄文」、お楽しみに♪

次世代の農業担い手の
勢いを感じます。仲間
を大切にするところも
舟形らしく、勉強にな
ります。私も、縄文の
女神の背中を見て成長
したいと思います。

小林隊員の舟形度が「１」めがみ上がった♪
　　　胸キュン度が「１」めがみ上がった♪

奥山さん「憧れが、トラクターに乗る父　
　　　　　の姿だなんて素敵！」
松本さん「農業への熱い思いを感じます。」
沼澤さん「古き良きものを次の世代に繋げ
　　　　　てくれる未来を感じます。」
伊藤さん「伝承野菜のこと初めて知りまし
　　　　　た。ぜひ挑戦してください。」
星川さん「伝承野菜や縄文時代のことで、
　　　　　舟形を愛する気持ちが伝わり　
　　　　　ます。ぜひ、青年団体FITS
　　　　　に入ってください！」

松本さん「地域の行事を大切にして
　　　　　るのがいい！」
伊藤さん「楽しそうに仕事をされて
　　　　　いるのもいいですね。」
星川さん「農業に対する並々ならぬ
　　　　　情熱とプライドを感じま
　　　　　した。」
沼澤さん「キュウリと農業と舟形を
　　　　　こよなく愛する心を強く
　　　　　感じました！」
奥山さん「田んぼの力と書いて「男」
　　　　　ですね！米袋30kgを　
　　　　　持つ姿は、力強い
　　　　　です。」

「舟形男子力測定して委員会」
　から小林隊員へのアドバイス
「舟形男子力測定して委員会」
　から小林隊員へのアドバイス
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　舟形は優しく温かな人が多く、挨拶を自
然に交わせる環境がすばらしいですね。た
だ、人口が年々減っているので少し寂しい
気がします。だから、できる限り地域のお
祭りなどの行事には参加して、みんなと一
緒に盛り上げたいと思っています。
　また、舟形にはその土地の風土でしか育
たない伝承野菜があります。中には、後継
者不足のため存続が難しい状況などもある
ので、将来、挑戦してみたいです！

（長者原）（長沢第1）

「舟形男子力測定して委員会」
　から小林隊員へのアドバイス
「舟形男子力測定して委員会」
　から小林隊員へのアドバイス

●舟形で守りたいものは？
　地域の伝承野菜
●漢字1字で自分を表現すると？
　「我」
●女性への気遣いは？
　失礼が無いように
●舟形の魅力は？
　縄文時代から人が住んでいた豊かな自然
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●舟形で守りたいものは？
　小国川と田園が映る景観美
●漢字1字で自分を表現すると？
　「責」
●女性への気遣いは？
　感謝と思いやり
●舟形の魅力は？
　人の結束力が強い

●舟形で守りたいものは？
　小国川と田園が映る景観美
●漢字1字で自分を表現すると？
　「責」
●女性への気遣いは？
　感謝と思いやり
●舟形の魅力は？
　人の結束力が強い

舟形と私舟形と私
　PTA活動、消防団、盆踊り大会など
地域活動を大切にしています。舟形の良
さは、人の結束力だと思います。地域活
動が結束力を生み、結束力が人を集め、
集まりが良いアイデアを生むんです！
　また、お酒の付き合いなども大切にし
て、なるべく断らないようにしています。
いや、性格上断れないのかもしれません
ね。活動に責任を持って取り組み、地域
も家族もみんな幸せにしていきたいです。

　子どもの頃の憧れが、パトカーに乗
っている警察官や電車に乗る運転士で
はなく、トラクターに乗っている父の
姿でした。トラクターに乗せてもらっ
ているのが当たり前の環境で育ち、今
は県立農業大学校に通っています。
　まだ学びの段階ですが、気付いたこ
とがあります。農業は、私にとって人
生の先生ということです。手抜きをす
れば、その通りの結果が出るし、自然
に左右されるため思い通りにいかない
こともあります。また、仲間を大切に
してチームワークで育てることによっ
て、より大きな挑戦ができることなど
人生に大切なことを教えてくれます！

　子どもの頃の憧れが、パトカーに乗
っている警察官や電車に乗る運転士で
はなく、トラクターに乗っている父の
姿でした。トラクターに乗せてもらっ
ているのが当たり前の環境で育ち、今
は県立農業大学校に通っています。
　まだ学びの段階ですが、気付いたこ
とがあります。農業は、私にとって人
生の先生ということです。手抜きをす
れば、その通りの結果が出るし、自然
に左右されるため思い通りにいかない
こともあります。また、仲間を大切に
してチームワークで育てることによっ
て、より大きな挑戦ができることなど
人生に大切なことを教えてくれます！
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わ だ い ③

　４月21日、舟形小学校で授業参観終了後に
ＰＴＡ設立総会が行われました。会ではＰＴＡ
会長をはじめ各役員を選出しました。
　初代ＰＴＡ会長となった八鍬雅章さんは「今
年度は長い歴史を築いていく舟形小学校の土台
作りとなる年です。ＰＴＡのみなさんで、子ど
もたちが健全に育つ環境を協力してつくってい
きましょう。」と就任のあいさつを述べました。

　４月22～23日、若鮎交流塾（代表叶内富夫さん）
が仙台市立富沢中学校２年生135名の体験教育旅行の
受け入れを行いました。生徒たちは、枝打ちの林業体
験とシイタケの植菌の農業体験をした後、町内39軒
の民泊先へ宿泊して、旬の山菜などの田舎料理を味わ
ったりと町の魅力を満喫しました。
　若鮎交流塾では田舎の「暮らし」「遊び」「食」「文
化」体験を通して、里地里山の保全と楽しみとなる交
流を目指して、毎年中学生の受け入れをしています。

　４月26日、舟形町役場本庁舎ロビーに舟形町消防団に贈られ
た「まとい」が展示されました。この「まとい」は日本消防協
会が全国にある2,234の消防団の中から選んだ、10団体の優良
消防団に受章記念として贈られる大変栄誉あるものです。
　舟形町消防団は、全国消防操法大会への出場や日本消防協会
長表彰旗の受賞などから、規律厳正にして技能熟達し、成績優
秀であることが認められ、今年２月26日に栄えある受章となり
ました。
　なお、６月２日に受章祝賀会が開催される予定です。

　5月13日、舟形町文化財保護委員会及び歴史民

俗資料館運営員会が中央公民館で開催。事業計画

の協議のほか、西ノ前遺跡の整備について、検討

委員会から報告を受け、意見を出し合いました。

　５月15日、舟形Jr.ランニングクラブがスター

ト。舟形中学校グラウンドで初回の練習が行われ

ました。舟形の子どもたちの体力・走力の向上を

目指し、毎週月・水の夜行われます。

　５月16日、三原茂公認指導員を講師に迎え、

健康ウォーキング教室を開催。正しいウォーキン

グを学びたいと14名が参加。清流小国川沿いの

サイクリングロードを歩きました。

　５月15～16日、仙台市立五橋中学校の
２年生、233名が野外活動で舟形町を訪れ
ました。７年目を迎えた今年も奉仕活動や
田植えなどを行い、家庭に民泊して交流し
ました。２日目には「そば打ち体験」を行
いました。ご協力いただいた民泊先の90戸
のご家庭のみなさん、地域のみなさん、暖
かく迎えていただき、本当にありがとうご
ざいました。

　３月31日に任期満了で退任された伊藤孟前
教育長が、舟形小学校開校を期に自費でプロに
依頼して制作した映像「思い出の校歌」を、町
に寄贈しました。町ではそのデータをもとに
DVDを作製して全戸配布しました。
　また、舟形小学校の校歌をつくっていただい
た佐藤栄起さんと佐藤文昭さんが、児童らに校
歌をデザインしたクリアファイルを寄贈しまし
た。

山ちゃん日記Vol.22
　雪解けの遅い冬が終わり、農作業に活気の出る季節になってきました。
今春は、退職した後や退職を間近に控えた方が農業を始めようとしてい
る姿が多く見受けられます。いわゆる「定年帰農」です。
　今までしたことのないことを一人で始めるのは心細いものです。また、
栽培技術もままならなければ失敗も多くなります。わたしたち活気あふ
れる農業実践塾では取り組みやすい作物の選定や栽培講習会などを行い、
仲間作りとともに舟形町にあった農業を推進しています。ぜひご相談く
ださい。

ほ場巡回指導の様子
山ちゃんこと
　山川指導監

　　▼問い合わせ／チャレンジ農業実践塾（舟形町産業振興課農政班）
　　　　　　　　　☎（32）2111（内線426）

　５月９日、町内水道指定業者を対象に、水

道技術の向上を目的とした水道技術講習会を

舟形町保健センター駐車場で開催。最新の機

材の取扱いなどを学びました。

　舟形中学校の生徒のみなさんが「町内ク

リーン作戦」を県縦断駅伝競走大会の応援

終了後に行いました。道路脇のゴミを拾い、

町をきれいにしようという取り組みです。

　4月27～29日、第58回県縦断駅伝競走大

会が行われ、舟形町からは山口大陽選手（町

教委）が2区と13区、海藤竜也選手（紫山）

が14区で力走しました。

舟小PTA設立総会

若鮎交流塾

特別表彰「まとい」田舎まるごと体験

「思い出の校歌」

～ チャレンジ農業実践通信 ～
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あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言・意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介してます。
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　部

　捷

　一
（
光

生

園
）

雪
解
け
て
山
々
通
る
風
の
音

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光

生

園
）

ふ
る
里
の
桜
の
花
と
く
し
だ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　後

　藤

　ふ

　み
（
光

生

園
）

桜
の
芽
鳥
も
喜
び
花
ま
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　笹

　原

　
　
　清
（
光

生

園
）

学
び
舎
の
幸
を
呼
ぶ
遅
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴

　木

　谷
五
郎
（
西

　
　堀
）

耐
へ
に
耐
へ
柳
青
め
る
日
々
到
る

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

春
潮
の
お
と
に
と
び
出
た
土
佐
弁

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　
　
　毛

　利

　良

　次
（
埼

玉

県
）

少
年
の
た
ぎ
る
思
想
や
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　
　
　沼

　澤

　鶴

　陽
（
舟
形
第
四
）

　少
年
よ
東
北
大
学
大
学
院
入
学
お
め
で
と
う

親
友
よ
笑
顔
再
び
元
気
良
く

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　菊

　池

　忠

　男
（
光

生

園
）

新
刊
書
の
紹
介

（
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　被災地の子どもたちが主人公となっ

て舞台に上がり、子どもと大人たちを
元気づけ話題となった“こどもスマイル
ミュージカル”のテーマ曲「明けない夜
はないから」。その想いが絵本に。

　ブタくんがのはらでないています。そ
こへともだちがしんぱいしてあつまって
きました。「どうしたのブタくん?」
「どこかいたいの?」ブタくんがわけを
はなすと…。父と子の心あたたまるお話。

ど
う
し
た
の
ブ
タ
く
ん

明
け
な
い
夜
は
な
い
か
ら

宮
城
県
の
子
ど
も
た
ち
＋
荒
井
良
二
／
著

宮
西

　達
也
／
著

　「ふなっ子」は、町内外でのボランティア
活動や県内のサークルとの交流会に参加して
います。
　町を元気にする活動を私たちから発信し、
地域の方との交流を行なっています。活動を通し、自分たちも成長
していければと考えています。
　そんな高校生ボランティア「ふなっ子」のメンバーとして活動し
てみませんか？

高校生ボランティア
「ふなっ子」メンバー
大募集!!

▼活動内容／
　○月１～２回の例会
　○沖の原ＰＡ・ＩＣのゴミ拾い
　○舟形駅の清掃活動
　○保育園・中学校への訪問
　○被災地への復興ボランティア
　○えんじゅ荘・光生園夏祭りでのボランティア
　○ふながた若鮎まつりでのボランティア
　○他市町村のボランティアサークルとの交流　など
　
▼申込み・問い合わせ／舟形町中央公民館　☎（32）2246

 

山
形
県
警
察
採
用
試
験

○
警
察
官
Ａ

▼
受
験
資
格
／
昭
和
53
年
４
月
２

日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
か
つ
大
学
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
の
方

▼
申
込
期
間
／
５
月
14
日（
火
）〜

６
月
24
日（
月
）

▼
１
次
試
験
日
／
７
月
14
日（
日
）

○
警
察
官
Ｂ

▼
受
験
資
格
／
昭
和
53
年
４
月
２

日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
か
つ
「
警
察
官
Ａ
」
の
受

験
資
格
に
該
当
し
な
い
方

▼
申
込
期
間
／
８
月
２
日（
金
）〜

９
月
２
日（
月
）

▼
１
次
試
験
日
／
９
月
22
日（
日
）

○
大
学
卒
業
程
度

▼
受
験
資
格
／
昭
和
49
年
４
月
２

日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
ま
た
は
平
成
４
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
26
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

▼
申
込
期
間
／
５
月
14
日（
火
）〜

６
月
10
日（
月
）

▼
１
次
試
験
日
／
６
月
30
日（
日
）

○
高
校
卒
業
程
度

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　
広
報
４
月
号
の
「
機
構
改
革
／
人
事
異
動
」

10
ペ
ー
ジ
ほ
ほ
え
み
保
育
園
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

▼
受
験
資
格
／
平
成
４
年
４
月
２

日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
。
た
だ
し
、
大
学
を
卒
業

し
た
方
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
の
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間
／
８
月
９
日（
金
）〜

９
月
６
日（
金
）

▼
１
次
試
験
日
／
９
月
29
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
新
庄
警
察
署

☎（
22
）０
１
１
０

　
販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的

に
下
回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、

そ
の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内
生

産
力
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

戦
略
作
物
等
へ
の
作
付
転
換
を
促

す
制
度
で
す
。
平
成
25
年
度
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
期
間
／
６
月
３
日
〜
12
日（
水
）

▼
場
所
／
舟
形
町
産
業
振
興
課

▼
持
ち
物
／
申
請
書
、
振
込
先
の

通
帳
、
印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
産
業
振
興
課
農
政
班
　

☎（
32
）２
１
１
１（
内
線
426
）

園　　　長　佐藤　栄起
副　園　長　豊岡美恵子
主査保育士　生駒　早苗
管理業務員　曽根田成也

わ
か
き

え
み
し

短
歌

俳
句

川
柳 舟

形
文
芸
ひ
ろ
ば

町
営
バ
ス
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

６月の納期

タバコは町内で買いましょう。
３月のタバコ税は1,245,593円

６月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、10日㈪・11日㈫・12日㈬

◆町県民税

舟形小学校

舟形町役場：（５月９日測定）
ヨウ素、セシウム…不検出

0.050.05

○空間放射線量測定結果

○水道水に含まれる放射性物質測定結果

（４月24日測定）

測定場所 測定値（μsv/h）
1m0.5m

忘れずに納税しましょう。

７月１日（月）まで

こ
と
ば



男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,933人

：3,070人

：6,003人

：1,906世帯

（－11）

（－４）

（－15）

（－３）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,435人
女性　2,630人 計5,065人

(３/２現在）

４
30

◆自分を一言で……………

◆現在の職業は？…………

◆好きな言葉は？…………

◆夢は？……………………

◆今一番欲しいものは……

◆趣味は？…………………

◆舟形町の良いところは？

◆１０年後の舟形町は？…

◆成人式を迎えるにあたって…

“頑固”

学生。芸工大で課題と自主制作の両立を目指しています。 

念ずれば花開く

本の装丁などデザインに関わる仕事に就く

斬新なアイディア

映画と旅行…たくさん！

夜が静かなところ

変わらず鮎のおいしい町

無事に成人式を迎えられて嬉しいです。

信頼される大人になりたい。

河合夏美 さん（舟形第４）
かわい なつみ

３歳頃の夏美さん

camera 
 angle

camera 
 angle

４月２日～５月１日届出分

○掲載を希望される方は、届け出の

　際にお申し出ください。

幅

舟形第３

小　　松

えんじゅ

えんじゅ

ほ な み

77（サツ子）

66（チヤ子）

59（つた子）

97（本　人）

88（本　人）

85（本　人）

伊藤滋佐夫

相馬　　悟

鈴木　　誠

小野トメノ

小野　チヨ

渡部　民子

◆□おくやみ申しあげます（世帯主）

内　　山 伊藤　心桜（　 　）都　司
沙弥果

こはる

舟形第３ 齋藤初流乃（　 　）翔　太
里　恵

はるの

沖 の 原 佐藤愛莉沙（　 　）勇　士
愛　鹿

ありさ

長 者 原 豊岡　春多（　 　）俊
美　香

はるた

堀 　 内 菊地　美陽（　 　）晃
美　香

みはる

□お誕生おめでとう◆

　小さい頃からの夢に向か
っていろんなことをコツコ
ツと頑張っている夏美です。
これからも夏美らしく歩ん
でいって欲しいと思ってい
ます。応援しています。

　      　   （母  尚美さんより）

家族からのメッセージ

まちづくり課　No.337 ６
月
９
日
㈰
は
、
第
２
回
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
舟
形
で
す
。

～地域おこし協力隊員の
　　　　　　つぶやき～
～地域おこし協力隊員の
　　　　　　つぶやき～

　地域おこし協力隊の飯田雅子
と小林信之と神山佳奈枝です。
　このコーナーでは、私たちが
舟形町の魅力を発見し、地域の
みなさんにお伝えしていきます。

～Vol.14～

今月のまちゃ隊員

ふ な

ワークショップの様子

こ い

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った

日記（ブログ）をインターネットで公開しています。ご意見・応援

のメッセージなどをお寄せください。

●飯田雅子ブログ『Earth Dayな日々』http://www.treep.jp/blog/earthday/
★小林信之ブログ『アユオの活動物語』http://funagataayuo.blog.fc2.com/
◎神山佳奈枝ブログ『舟形町移住日記』http://funagata-iju.seesaa.net/ 

舟恋舟恋
　1ヵ月間、三重県伊賀市の会社で研
修を受けてきました。ワークショップ
を開催したり、コミュニティ活動の促
進をしているまちづくりの会社です。
１ヵ月も留守にして、忘れられてはい
ないかとドキドキしながら帰ってきま
した。たくさんの方に「おかえり」と
声をかけていただいて、うれしくなり
ました。舟形町のために研修の成果を
活かしたいです。

今月のかなえ隊員

似顔絵を描いている様子

　「舟形の農業を盛り上げよう」とい
う小林隊員と産直まんさくさんが協同
で行なっている企画に参加して、農家
さんの似顔絵を描かせていただきまし
た。
　はじめてのことに緊張しましたが、
みなさん快く受け入れてくださり、貴
重なお話まで聞くことができました。
また一つ、舟形の魅力を発見です！

芋煮作りの様子

今月のこばやし隊員
　仙台市の富沢中学校が今年も舟形に
遊びに来ました。班ごとに分かれて火
起こしから、調理まで芋煮を楽しんで
いました。
　芋煮の後は、林業の枝打ち体験、民
泊など楽しい時間が過ぎていきます。
当日は風が強く寒かったのですが、そ
の分、舟形の人の温かさを感じられた
体験になったのではないでしょうか。

｜広報ふながた 25.523 広報ふながた 25.5｜22

成人式を迎えます！成人式を迎えます！

飲酒運転撲滅強化旬間
実施期間　平成25年６月１日（土）～10日（月）

◎家庭、職場、地域から飲酒運転を絶対に出さない「声掛け」を徹底しましょう。
◎飲酒運転は「絶対にしない！　させない！　許さない！」を徹底しましょう。

地
域

○いつもの道でも油断せず「いつでも、どこでも、安全確認」をしよう。
○夕方からの外出は、「見られて安全」明るい服装でピカピカ光る夜光反射材を身に着けよう。
○交通安全の声掛けや見守り活動など、地域ぐるみで高齢者を交通事故から守ろう。
　○子どもや高齢者を見かけたら、その行動に注意をするとともに、横断歩道以外の場所でも
　「止まって、渡してあげる」思いやり運転を実践しましょう。
○「しっかり止まって、しっかり確認」の徹底をしましょう。
○「しっかり前を見て運転」の励行。
　
○交通安全の声掛けや見守り活動など、地域ぐるみで高齢者を交通事故から守ろう。

みんなで実践　交通安全！

歩
行
者

運
転
者



表
紙
の
紹
介

広報ふながた 25.5｜24

　郵便ハガキに、○に入る答えと住所・氏名・電話番号を
明記してご応募ください。【〆切：6/14必着】
▼応募先／〒999－4601　舟形町舟形263
　舟形町役場　広報ふながたクイズ係
　メールからの応募もできます。
▼アドレス／info@town.funagata.yamagata.jp
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

★
広
報
ふ
な
が
た
ク
イ
ズ
！

「
１
名
様
に
若
あ
ゆ
温
泉
入
浴
券

　
　
　
（
２
回
分
）」プ
レ
ゼ
ン
ト

国宝「縄文の女神」の出土した

先月の答え…36億

○○○遺跡

　４
月
13
日
、
残
雪
と
冷
た
い
風
の
中
、
真
新
し
い
赤
色
の
神
輿
を

担
ぐ
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
、
町
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　舟
形
町
の
一
番
東
側
に
あ
る
野
町
内
会
。
こ
の
町
内
会
で
は
、
毎

年
４
月
の
第
２
土
曜
日
を
「
山
神
神
社
祭
典
」
と
定
め
、
青
年
団
と

子
ど
も
た
ち
が
ご
神
体
の
納
ま
る
神
輿
を
担
ぎ
ま
す
。
こ
の
祭
典
は
、

山
の
神
が
田
の
神
に
な
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
て
、
餅
を
供
え
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事
で
す
。
ま
た
、
「
山
の
神
荒
れ
」
と

い
っ
て
天
候
が
悪
く
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
春
の
農
作
業
に
向
け

て
鋭
気
を
養
う
日
と
し
て
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　新
し
い
神
輿
…
。
こ
れ
ま
で
担
い
で
き
た
「
樽
神
輿
」
が
古
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
青
年
団
７
名
が
２
ヵ
月
を
費
や
し
て
製
作
。
設
計

か
ら
組
み
立
て
ま
で
、
全
て
自
分
た
ち
の
手
で
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
担
げ
る
重
さ
に
し
よ
う
と
、
軽
い
素
材
を
使
う
な
ど
し
て
、

工
夫
さ
れ
た
神
輿
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
担
げ
て
良
か
っ
た
で
す
。
野
地
区
の
伝
統
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
伝
え
て
い
き
た
い
。
で
も
、
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
も
本
音
で
す

ね
。
」
と
、
野
青
年
団
長
の
矢
野
昇
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　伝
え
た
い
も
の
。
そ
し
て
、
や
む
を
得
ず
終
わ
り
を
迎
え
る
も
の
。

　地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
を
想
う
気
持
ち
が
宿
っ
た
そ
の
神
輿
を
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
力
強
く
担
ぎ
あ
げ
ま
す
。

「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
。
」

　
4
月
29
日
、
舟
形
中
学
校
運
動
会

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
完
全
燃
勝 

解
き
放
て
我
ら
舟
中
の
力
を
」

を
テ
ー
マ
に

リ
レ
ー
や
応

援
合
戦
な
ど

赤
青
組
の
熱

い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
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手作りの神輿と野青年団


